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目本サッカーリーグにおける競技力の推移
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　The　purposes　of　this　study　were　to　c1arify　the　characteristics　of　the　games，and　to　investigate　the

secuヱar　trandition　of　deve1opment　of　offensive　and　defensive　team　performancein　in　Japan　Soccer

League　（JSL）matches．

　　The　data　were　co1工ected　from1528matches　of　JSL（1965－1984）and　statistica11y　ana1yzed　four

e1ements（such　as　shooting　attempキto　score，scored　goa1s，oppoment　goa1－kick　and　comer－kick）from

view　point　of　tactics．

　　The　resu1ts　were　as　fo11ows；

ユ）Average　of　number　of　shooting　wasユ3．08±5．1／T／G（per　team，per　game）．

2）Average　of　mmber　of　scored　goa1and　average　of　ratio　of　scored　goa1were1．46±1，41／T／G，

　ユユ．2％，respective工y．

3）Average　of　number　of　goa1－kick，comer－kick　were9．66±4，06／T／G，5189±3．11／T／G，respective1y．

4）The　pIaying　styユe　in　JSL　has　been　deve1opping　with　putting　emphasis　on　defence　rather　than

　offence　for　these20years．

Key　words： Japan　soccer　League，team　performance

　目　　的

　これまでに，サッカー競技において，ある一っ

の大会やリーグ戦の記録をもとに，長期問に渡っ

て統計的に分析した研究は少ない。

　1965年に発足した日本サッカーリーグ（JSL）は

1984年で20年を経過した。発足時ではJSL一部に

は8チームが所属していたが，1973年には2チー

ムが追加され10チームとなった。JSL一部所属

チームが増加したのは，JSLに所属するチームの

競技力が桔坑するようになり，JSL二部の上位

チームの競技力がJSL一部の競技力と同等な程

度になったという理由によるものである。しかし

ながら，JSLの競技力に関する統計がないため

に，JSLに所属するチームの競技力の特徴や推移

に関する報告は全くない。JSLで行われたゲーム

についての資料は，公式記録として残されている

もののみである。

　本研究では，JSLの公式記録の資料からJSLに

所属するチームの競技力を測定しうる項目を選出

し，JSLの競技力の特徴およびJSLの競技力の推

移を検討することを目的とした。
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　方　　法

　1．資　　料

　JSL］部の1965年から1984年までの20年問に

おける全試合（1，528）の公式記録を収集した。そ
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の内訳は1965年～1972年（8チーム時代）448試合，

1973年～1984年（10チーム時代）が1080試合であっ

た。また，この20年問にJSL一部・に登場したチー

ム数は18チームであり，この内，優勝経験を有す

るチームは7チームであった。

　2．調査項目

　JSLの公式記録からは各ゲームの両チームに

ついて以下の8項目が得られた。競技年度，チー

ム名，対戦相手のチーム名，ゲームの成績，シュー

ト数，得点数，相手ゴーノレキック数，コーナーキッ

ク数，

　これらの8項目のうち，競技年度，チーム名，

対戦相手のチーム名はゲームを識別するための項

目である。ゲームの成績は各年度のリーグ戦にお

けるチームの戦績を得る項目である。シュート数，

得点数，ゴールキック数，コーナーキック数はチー

ムの具体的なゲームパフォーマンスを示す項目で

ある。

　シュート数は，相手チームのゴールに向かって

放たれたシュートの数であり，攻撃の最終局面で

行われた得点手段の回数を示す。

　得点数は，攻撃によって相手ゴールを完全に通

過したシュートの数を示す。

　相手ゴールキック数は，相手チームのゴール

キックの数であるが，攻撃によって相手チームの

ゴールラインからボールをコート外に出した数で

あり，攻撃によって相手ゴール近くまで攻め込ん

だ回数の一部を示す。

　コーナーキック数は，攻撃によって得られた

コーナーキックの数であるが，攻撃を防ぐために

相手チームが同サイドのゴールラインからボール

をコート外に出した数であり，攻撃によって相手

ゴール近くまで攻め込んだ回数の一部を示す。こ

のように，公式記録から得られた具体的なゲーム

パフォーマンスの4項目はいずれも攻撃によって

得られたパフォーマンスであった。攻撃によって

得られたパフォーマンスはチームの攻撃カの発揮

によって成就されたものであるので，これらの4

項目はチームの攻撃力を測定しうる項目であると

考えられる。

　これらの項目にもとずいて，JSLの競技力を統

計的に観察するために20年問の全データの平均値

および標準偏差を求めた。

　次ぎに，JSLの20年間の競技カの推移を検討す

るために，これらの項目について年度毎に，リー

グ全体，チーム別に1ゲームあたり（以下TG）の

平均値および標準偏差を算出した。

　結果と考察

　1．JSLの競技力の特徴
　表1は，シュート数，得点数，相手ゴールキッ

ク数，コーナーキック数についてJSL20年問にお

ける1チーム1ゲームあたりの平均値および標準

偏差を示したものである。

Tab1e　l　The　characteristics　of　JSL

MEAN　　　　S．D．

Shooting　　　　　　　　　　　　　　　　13．08

Goa1s　　　　　　　　　　　　　　　1．46

Goal－kick　　　　　　　　　　　　　9．66

Corner－kick　　　　　　　　　　　　5．89

5，71

1，41

4，06

3．11

　シュート数は，13．1±5．7／TGであった。他の報

告では赤井1．2〕によればイングランド・リーグ

（1974年～75年，33チーム）や1974年ワールドカッ

プ（12ゲーム）では約30本（それぞれ27．2，30．7）

であった。浅尉）は，日本リーグ（1968年）が15．

0／TG，世界選手権（1969年）が19．6／TGであった

と報告している。田中6〕はVTRから1982年ワーノレ

ドカップでは16．5／TGであったと報告している。

したがって，JSLのシュート数は国際的なゲーム

より1ゲームあたり2～6／TG少ないと推定さ

れる。次に，得点数は，1．5±1．4／TGであった。

得点率（得点数／シュート数＊ユ00）が1ユ．2％で，

8．9本のシュートで一点の割合であった。他の報告

では，赤井1．2）は，ワールドカップ（1974年）では

1チーム1ゲームあたり1，45／TGであり，10．5／

TGのシュートで1得点の割合であったと報告し

ている。浅見3）は世界選手権（1966年），オリンピッ

ク（1968年），日本リーグ（1968年），関東大学リー

グ（1968年），高校選手権（1969年）の1チーム1

ゲームあたりの得点数が，それぞれ1．4／TG，1，8／

TG，1，65／TG，1．6／TG，1．7／TGであり，日本リー

グでは9本のシュートで1得点，世界選手権では

14本のシュートで1得点の割合であったと報告し

ている。恩田5）のThe　F．A　Footba111eagueの得

点推移についての研究では，1937－64年の20年問の

1チーム1ゲームあたりの平均得点は1．6／T．G
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であった。田中6）は，1982年ワーノレドカップでは得

点率カミ9．2％，11本のシュートで1得点が得られて

いると報告していた。松本ら4〕は高校選手権

（1981－83年）の得点数は，1チーム！ゲームあた

り1．65／TG，1．4／TG，1，45／TGであったと報告し

ている。これらの結果と比較してみると，JSLの

1チーム1ゲームあたりの平均得点数は，世界選

手権とほぼ同数ではあるが，オリンピック，イン

グランドリーグ，日本の大学リーグおよび，高校

選手権より少ないことが推測された。得点効率は

国際試合よりもJSLの方が優れているといえる。

　次に，相手ゴールキック数は，9．7±4．1／TGで

あり，コーナーキック数は，519±3．1／TGであっ

た。山中ら7〕は，短期問（1982－84年）ではあるが，

関東大学リーグでは，1チーム1ゲーム平均で，

ゴールキック数は7，o／TG，コーナーキック数は

5．5／TGであったと報告している。つまり，JSLは

大学リーグよりゴールキック数が多く，コーナー

キック数はほぼ同数であるという傾向であった。

これは，JSLの方が大学リーグより総ボール獲得

数のうち相手ゴール前まで攻め込む回数が多いこ

とから，すなわち，JSLの試合は中盤で攻撃を潰

し合う率が大学リーグより少ないことから生じた

ものと推測される。

　2．JSL20年間の競技力の推移

　表2は，シュート数，得点数，相手ゴールキッ

ク数，コーナーキック数の1チーム1ゲームあた

りの各年度の平均値を示したものである。また，

図1～図4は，各項目の1チーム1ゲームあたり

の平均値をリーグ全体，1位チーム，最下位チー

ムについてグラフに表したものである。まず，図

1に示されているシュート数についてみると，一年

度別平均値では，最高値は1970年の15．6／TGで，

最低値は1982年の10．9／TGで，あった。サッカー

の場合この約4／TGの差は年度全体として考え

ると大きな変化であると推察される。また，20年

問の推移では，1977年にわずかな上昇がみられる

が全体的には減少傾向を示していた。さらに，1

位チームと最下位チームとの比較では，8チーム

Tab1e2 The　transition　of　averages　in　JSL

1965　　　　1966　　　　1967　　　　1968　　　　1969　　　　1970　　　　1971　　　　1972　　　　1973　　　　1974

shooting

Goa1s

G．K

C．K

12．2！　　　12．84　　　15．46　　　15，04

1，93　　　　1，63　　　　2，00　　　　1．65

11．54　　　11．91　　　1！．62　　　11，51

5，68　　　6，43　　　6，29　　　6，36

14．73　　　15．60　　　15，34

1，55　　　　1，60　　　　1．53

11．．51　　　11．09　　　10，66

6，23　　　6，66　　　6，23

14．71　　　14．81　　　13，46

1，57　　　　1，44　　　　1．45

10，13　　　　9，33　　　　9，10

5，67　　　　5，97　　　　5．67

1975　　　　1976　　　　1977　　　　1978　　　　1979　　　　1980　　　　1981　　　1982　　　　1983　　　　1984

Sooting

Goa1s

G．K

C．K

12．35　　　12．67　　－14．38　　　13，16

1，54　　　　1，32　　　　1，72　　　　1，35

9，31　　　9，05　　　9，63　　　9，04

5，77　　　5，68　　　5，87　　　6．19

12．03　　　12．17　　　11．01　　　10．93　　　11．25　　　11．69

1，38　　　　1，44　　　　1，19

8，61　　　　9，33　　　　8，96

5，91　　　　5，74　　　　5．39

1，18　　　　1，06　　　　1，40

8，80　　　　8，34　　　　8，26

5，64　　　5，24　　　6．08
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Fig．1　　The　transition　of　number　of　Shooting
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Fig．2　The　transition　of　mmber　of　scored　goal
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から10チーム編成とチーム数が増加した1973年を

境界として，シュート数の差が小さくなってきて

いる。しかも，1位チームが平均値と同様に減少

してきているのに対して最下位チームは逆に増加

の傾向を示していた。このことから，JSLのチー

ム構成は上位と下位で大きな開きのあった初期か

ら現在に向け，リーグ各チームの攻撃力が接近し

て来たものと考えられる。

　次に，図2に示されている得点数では，年度別

平均値の最高値は1967年の2．O／TG，最低値は

1983年の1．1／TGであった。また，20年間の平均得

点1．5／TGであることから，1978年から1984年ま

で7年連続平均以下という明確な減少傾向を示し

ていた。1位チームと最下位のチームの比較では，

サッカーの勝敗が得点で決められるという性格

上，最下位チームが1．o／TG以下という低い値で

大きな変動を見なかったのに対して，1位チーム

は常に平均以上ではあったが3．O／TGの高値から

2．o／TGを下回る減少を示した。特に1位チーム

の減少が原因で前述のシュート数同様，両群の攻

撃力が接近してきたことが推測される。

　次に，相手ゴールキック数についてみると，年

度別平均値では，最高値は1966年の11．9／TG，最

低値は1984年の8．3／TGであり，最近3ケ年の値

はリーグ初期と比較して約3／TG少ないという
結果であった。ぞの推移は全体的には明らかに減

少傾向であった。（図3）。1位チームと最下位チー

ムとの比較では5両群とも減少傾向であったが，

1位チームの方が減少の度合が大きく，特に，リー

グ初期には8～9／TGの差があったが1980年以

後は殆ど同値を示した。ゴールキックが相手ゴー

ル前への攻め込み回数の一部であり，JSL各チー

ムの攻撃能力のレベルが接近してきた経過が明確

に表されている。

　次に，コーナーキック数についても減少傾向が

みられた（図4）。しかし，上記三項目が明確な減

少傾向を示したのに対し，コーナーキックは20年

問を通して5～6／TGの範囲で，それほど大きな

減少であるとは考えられない。しかし，1位チー

ムと最下位チームとの比較では，4／TG前後の差

がみられたたリーグ初期と比べ，特に1980年以降

は1／TG前後と近い値であった。これは1位チー

ムのコーナーキック数の大きな減少が原因である

と推測される。

　以上の結果からJSLの発展傾向とその要因に

ついて考察すると，シュート数，得点数，ゴール

キック数が減少傾向であったことと，コーナー

キック数については減少傾向は認められたが変化

が小さかったことは，サッカーの攻撃と守備が相

反する関係であるという観点からも，JSLのゲー

ムが全体的に中盤の攻防の激しさを増してきたこ

とと，得点をすることよりも失点を防ぐことの方

に重点が置かれた発達をしてきたこと，つまり，

20年間を通して攻撃力よりも守備力優位の発達経

過を示唆するものである。恩田5〕はワールドカッ

プの得点分析より，ノックアウト方式では得点が

増加し，リーグ形式では減少する傾向が強いと指

摘しているが，本研究結果も同様の特徴を示した

と考えられる。この発達傾向は，各チームの守備

面での技術・戦術的向上が攻撃面でのそれを上回

るとともに，リーグを形成するチーム間のチーム

カの平均化現象，さらに一部に留まることが最優

先と考える各チームの考え方が相まって生み出さ

れたものと考えられる。
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Fig．4　The　transition　of　number　of　comer－kick
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　結　　論

本研究は，発足以来20年問（1965－1984）のJSL全

1528試合の公式記録を収集し，その，データを統

計的に分析することにより，JSLの競技的特徴お

よび競技力の発達傾向を検討することを目的とし

た。

　結果は以下のとおりである。

1）JSLの平均シュート数は，ユチーム1ゲーム

あたり（以下／TG）13．08±511本であった。この

値は各種の国際試合より少ない値であった。

2）平均得点，得点率は，それぞれ1．46±1．41／

TG，1ユ．2％であり，819本のシュートでユ点の割

合であった。JSLは得点率において国際試合より

高値を示した。

3）平均ゴールキック数は9．66±4．06／TG，平均

コーナーキック数は5．89±3，11／TGであった。

4）競技力の推移については，攻撃力を示す

シュート数，得点数およびコーナーキック数と，

守傭カを示すゴールキック数が減少傾向を示し

た。これらの結果から，JSLは攻撃力よりも守備

力の方がより発達したものと推察される。
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